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日本で初めての幼稚園として 1876 年（明治 9 年）に東京女子志願学校付属幼稚園（現
お茶の水女子大学付属幼稚園）が創設された。明治 10 年に制定された幼稚園規則の保育































初に雇われた外国人教師で、音楽取調掛は 1887 年（明治 20 年）に東京音楽学校（現東
京芸術大学音楽学部）となった。 
明治初期には、足踏みオルガンが一般的であったが、 1900 年（明治 33 年 ）、 国産ア
ップライト・ピアノの第 1 号が誕生した。日本楽器（現ヤマハ株式会社）の創始者、山葉
虎楠の手によってである。 
そして、 1955 年から 1973 年の高度成長期に、ピアノが爆発的に普及することとなり、
日本中にバイエルが浸透していった。 
本学では、ピアノ未経験者や初心者の学習教材として、バイエルを使用している。バイ
エルに収められている 106曲は、第 1 グレード（ 1 番から 64 番）と第 2 グレード（ 65
番から 106番）に分けられる。 
第 1 グレードは、 
























のが望ましいが、未経験者も 2 年間で習得すべく、日々精進するのである。 





















（１） 1980 年代の音楽教育活動 
本学は 1999 年に「作新学院女子短期大学」より「作新学院大学女子短期大学部」に名
称変更し、 2000 年に宇都宮市一の沢より竹下町に移転し現在に至る。 
実技課題の変遷をたどるために、作新学院女子短期大学時代の 1980 年代まで遡ってみ
る。 1980 年代の音楽に関する名称は「音楽Ⅰ 」、 「音楽Ⅱ 」、 「総合音楽研究」の 3 つ。
ピアノは「音楽Ⅱ」であった。行事予定表内の音楽に関する事柄は、ピアノの前期・後期
試験、学内演奏会、学外演奏会とある。 
ピアノ試験は年 2 回、前期試験として 9 月に、また後期試験として翌年の 2 月に実施さ
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れた。 1984 年度から音楽Ⅱの授業の一環として、選抜された 2 年生によるピアノソロ演

























1980 年代に定められたものと（表 1 ）、 2000 年代に改定された（表 2 ）《ピアノの
「課題と課題曲（試験）」》より試験課題曲を書き出し比較する。




【 試験課題曲 】 
1 年前期 バイエル 80 番以降（レッスンでも 80 番まで終了していること） 
1 年後期 バイエル 104 番以降 
2 年前期 「ブルグミュラー25 の練習曲」の中から 12 番以降 2P の作品 
2 年後期 ソナチネ（及び同等程度以上の作品） 
改訂版【 試験課題曲 】 
1 年前期 バイエル 60 番以降（レッスンでも 60 番まで終了していること） 
1 年後期 バイエル 95 番以降 
2 年前期 「ブルグミュラー25 の練習曲」の中から 9 番以降 2P の作品 
2 年後期 ソナチネ（及び同等程度以上の作品） 
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学生がどの程度のピアノのレベルで入学していたのか、 1986 年度の 1 年生をモデルと
して取り上げる。担当人数は 11 名。入学時の履修楽曲は、ソナタ 1 名、ソナチネ 2 名、
ブルグミュラー 3 名、バイエル 5 名（図 2 ）。 レッスン経験のない学生は 1 名のみで、




ルの楽曲を複数履修。またブルグミュラーの場合は、規定条件に従って 25 曲中 10 曲（
改訂版は 9 曲）を修了後、ソナチネへ移行する。バイエルの場合は 1 曲として省くことな
く番号順に進めていき、ブルグミュラー、ソナチネへとレベルアップしていった。 
特筆すべきは、毎回のレッスンに際し、練習してくる楽曲数の多さだ。ソナタ、ソナチ
ネをベースとした学生は、それ以外にチェルニー  ⅲ、幼児のうたをそれぞれ 1 曲以上。
ブルグミュラーをベースとした学生は、 ABC ⅳ、幼児のうたをそれぞれ１曲以上。バイ
エル履修者は毎回 5 曲から 10 曲を練習してきていた。単純に計算して一人当たりの時間
は 16 分なので、練習してくる学生も教える側も必死だった記憶がある。 
弾き歌いは、「バイエル修了後、『幼児の歌 12 か月』を２年生の後期試験までに最小
限、任意の 30 曲を履修する」と規定されていた。このクラスの幼児のうたの履修数は、
多い学生は 67 曲、平均 20 曲前後だった。 
ちなみに「幼児の歌 12 か月」は 1985 年 3 月に ATN から刊行された楽曲集なので、
ピアノのレッスンに弾き歌いを取り入れたのは 1985 年からだった。 
 この年の 1 年生は後期試験までに、他のクラスも全員、規定条件（バイエル 104番以降
修了）をクリアしている。 
次に 2003 年度の 1 年生を取り上げる。担当人数は 16 名。入学時の履修楽曲は、ソナ
タ 2 名、ソナチネ 1 名、ブルグミュラー 1 名、バイエル 12 名。 12 名中レッスンの経験
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上級レベルと初級レベルの割合が反転しているのがわかる。 















４．本学のピアノ実技課題 ～ 2009 年度から現在（ 2018 年）～ 
 








（１） 2009 年度から 2013 年度の履修課題 
 2008 年度までの科目名称は「音楽Ⅱ」であったが、 2009 年度より「音楽Ⅲ」（ 1 年
















 バイエルのグレードは、「フリーゾーン」グレード１～８（ 59 番までの曲で１グレー
ド 2 曲ずつ）と、「通常グレード」１～８（ 60 番以降の曲で 1 グレード 2 曲ずつ）の、
計 32 曲が指定され、レッスン初日のオリエンテーションで個々の演奏レベルを確認した
上で、開始グレードを決定し、 2 年間に、①「通常グレード」 1 以上の 8 曲修了。②「通
常グレード」 100、 101番の 2 曲修了。③実技試験で「通常グレード」９以上（９～ 13




 弾き歌いグレードは、必修課題として、実習課題曲 3 曲を含め、A～Tまで 61 曲（グ






 次に、資格取得条件が、より細かく明記された 2014 年度を取り上げたい。 
 




















（３）現在（ 2017 年度）の授業内容 
 ピアノの演奏技術や弾き歌いにおける表現力は、保育現場において必要不可欠であるた
め、授業では個人レッスンを行い、学生ひとりひとりのレベルに合わせた指導をしている。 





弾き歌いの履修については、 2016 年度より「幼児のうた 100曲」を使用し、幼児のう
たのレパートリーを充実させ、音楽Ⅲでグレード表 1 （A～H各 3 曲ずつ）と実習課題曲
（「 おはよう」「おかえりのうた」「おべんとう 」） の全 27 曲、音楽Ⅳにおいても全
27 曲修了させることが資格取得の条件となっている。その後も、レパートリーの拡大と
弾き歌いの技術向上を目指し、グレード表 2 （ I ～Q ）、 グレード表 3 （R～ Z 、グレー
ドRと Sが 3 曲、T～ Z は 2 曲指定 ）、 グレード表 4 （ 1 ～ 15 、各 2 曲ずつで全 30












をクリアしている（図 4 ）。 突破できなかった学生は 2 名のみで（ライン上Hまでの修了
者が 12 名いるにしても ）、 今現在の学習内容は、初心者にも有効だと言える。 
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○正 どんぐりころころ どんぶりこ → ○誤 どんぐりころころ どんぐりこ 




























図 5  譜例 1  こぎつね冒頭 
 
 
図 6  譜例 2  こぎつね中間部 
また、第16曲「こいのぼり」では、 3
指・ 4 指間を広げて 6 度以内の音を弾く方




図 7  譜例 3  こいのぼり 
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この場合の基本ポジションは、黒鍵の使用を含むので、第 1 曲・第 2 曲とは異なり、 1
指・ 5 指が黒鍵に近い位置に置かれなければならない。本学使用のバイエルは、第69番ま
で白鍵のみで弾ける曲（ト長調の曲が含まれているが、生徒のパートに黒鍵の使用はない）



















  図 8  譜例 4  
  
 
































































山本聡子  ：第１章 
川口純子  ：第２章 
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